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序文

「五所川原須恵器窯跡」は日本最北端に位置し、他地域で須恵器生産

が終焉を迎える時期に胄森県全域及び、北は北海道、南は秋田、岩手両

県北部まで須恵器を供給していた窯跡であります。

五所川原市教育委員会ではこの貴重な文化遺産の保存活用を図る目的

で、平成lO年度から本格的に学術調査を実施し、平成16年9月30日

に保存の良好な窯跡17基が国史跡の指定を受けたところであります。

このたび平成22年に、農地造成のため、持子沢窯跡群の中の国史跡

指定外のMZ8号窯跡の灰原部分が掘削されるとの報告を受け、急渥言己

録保存のための緊急発掘調査を実施する運びとなり、今年度報告書刊行

の運びとなりました。

発掘調査の結果、当窯跡部分の灰原は既に以前の農地造成により、大

きく削平されており、殆ど残存してはおりませんでしたが、出土遺物を

得られ、当該時期の須恵器の特徴を裏付ける根拠を示せたことは幸いで

す。

最後になりますが、今回の報告書の刊行に先立ちご協力．ご助言を賜

りました関係機関並びに関係各位には厚くお礼申し上げます。

平成24年3月

五所川原市教育委員会

教育長木下 巽
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l . この報告書は平成23年度国庫補助を受け、平成22年度に実施した発掘調査の報告書である。

2．遺跡名（窯跡名） 隠川(10)遺跡(MZ8号窯跡）

3．所在地青森県五所川原市大字持子沢字隠川

4．調査目的農地造成のため、最北の須恵器生産地である五所川原須恵器窯跡の緊急発掘調査を実

施し、記録保存を図る。

5．調査主体五所川原市教育委員会

6．指導機関文化庁胄森県教育庁文化財保護課

7．本報告書の依頼原稿は目次と文頭に示した。図版の作成、執筆及び編集は藤原が行った。

8．本報告書に掲載されている地図は国土地理院発行2万5千分の1地形図「浪岡」・「大釈迦」及び

5万分の1地形図「吉森西部」を複製したものである。

9．発掘調査及び整理作業には以下の人々が従事した。

工藤慶子、斉藤國良、成田正行

10.発掘調査及び整理作業にあたっては下記の方々及び関係機関からご助言、ご協力を賜った。こ

こに芳名を記して感謝する次第である（敬称略、順不同)。

胄森県教育庁文化財保護課、佐藤智生、鈴木和子、半沢紀

12．出土遺物・実測図・写真等は五所川原市教育委員会管理の下、五所川原市歴史民俗資料館に保

管している。
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凡例

l .文中の窯跡名は平成13年度の検討委員会によって決定した、大字名による新しい窯名に基づき

表記している。

2．遺構の略記は以下の通りである。

SK(士曠）

3．遺構の実測図のスケールは100分の1及び60分の1とした。

4．出土遺物のスケールは3分の1を基本として、大きな個体は4分の1とした。

5．土居の色調については「標準士色帖」を使用した。また居の堆積番号については基本土居はアラ

ビア数字(I 。Ⅱ。Ⅲ・ ・ ・）を、遺構内の埋士は算用数字(1 ．2． 3． ． ．）を使用した。

6．遺物の写真は原則としておよそ3分の1としたが、実測図同様紙面の都合上4分の1としたも

のがある。

7．遺構中のスクリントーンは以下のものを使用した。

踊畷蚕
地山層 火山灰

8．遺物の表記方法は以下の通りである。

／ I I火ダスキ痕

二藝
一 ／、

ヘラ記号ロクロナテ

ケズリ

、、／
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MZ8号窯跡

第1章調査に至る経緯と調査要項

第1節調査に至る経緯

平成22年(2010)10月中旬に胄森県埋蔵文化財調杳センターの佐藤智生氏､鈴木和子氏両名から、

MZ8号窯跡が掘削され、窯跡が露出しているとの報告を受け、急邊現地を確認したところ、窯跡所

在地が分筆され、地権者が変わっており、窯跡部分は|日地権者により保護されていたが、灰原部分は

新しい地権者の手で農地造成により一部既に掘削されていた。そこで地権者には顛末書を提出させ、

今後新たな造成の予定があるかどうか確認したところ、まだ造成予定地があるとのことから、造成前

に緊急発掘調査を実施した。

第2節調査要項

l .調査目的

五所川原須恵器窯跡の灰原部分の開発予定地内の記録保存のための緊急発掘調査を実施し、調査

研究に資する。

2．調査期間

平成22年ll月16日からll月19日

3．遺跡名及び所在地

隠川(10)遺跡(MZ8号窯跡) (遺跡番号05101)五所川原市大字持子沢字隠川629-18ほか

4．調査面積 約50㎡

5．調査担当機関 五所川原市教育委員会

6．調査体制

調査員木下巽（五所川原市教育委員会教育長）

調査担当者五所川原市教育委員会

教育部長福井定治

社会教育課

課 長井沼渭英

課長補佐中谷文一

係 長大沢丈徳（平成23年3月31日まで）

藤原弘明（平成23年4月1日から）

主 査藤原弘明（平成23年3月31日まで）

主 事江戸邦之（平成23年4月1日から）

第2章調査方法と調査の経緯

第1節調査方法

MZ6号窯に設置した基準点、平面直角座標第X系に基づき当該発掘調査地点に基準点を設置した。

調査区が不整地形のため、南北方向にlm幅で小グリッド（南北方向にa．b・c・ ・ ・）を設定し、

遺物は各グリッドごとに一括で取り上げを行った。

居序は上層より番号を振り、自然堆積層はローマ数字(I ．Ⅱ．Ⅲ・ ・ ・）を使用し、遺構内埋士

はアラビア数字(1 ．2．3． ． ．）を使用した。

遺構の実測はトータルステーションを使用して実測を行い、カメラはデジタルカメラを使用した。

－1－
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MZ8号窯跡

第2節調査経緯

ll月16日発掘機材の現場内への搬入。 トータルステーションによる平面図の作成、及び発掘調

査区の範囲設定とグリッドの設置を行った後、造成範囲内の表土除去を開始した。上層は畑地による

攪乱を受けており、下層も調査区南側では灰原層が確認できたが、南側は大きく攪乱を受けており、

灰原が確認できなかった。

ll月17日・ 18日引き続き調査区の精査を実施した。遺物の量は非常に少なく後世の攪乱により、

散乱しているような出土状況であった。それと併行してSKOlのセクション図の作成を行った。

ll月19日調査区全体の精査が終了し、調査区の写真撮影後、セクション図及び平面図作成を行

った後、機材を撤収して発掘調査は終了した。

第3章遺跡周辺の環境

蕊
き止めて作られた溜池があり、

Eコ匡震剰F司匡調
水利の便も非常に良い場所で

中起伏山地 小起伏山地 丘陵地’ 丘陵地|’ 砂礫台地
Gt l

ある。現在の地形は、窯跡を
医函E「］ 匡剰

作るには良好な傾斜地であり、
砂礫台地 砂礫台地 沖積平野 自然堤防

リンゴ畑を造成する際に平坦 Gtll Gtll l

にしているとのことで、遺跡が図1 MZ8号窯跡周辺の地形分類図（水野・堀田 1983をもとに作成）
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MZ8号窯跡

営まれていた時期には緩傾斜面ではあるが、比較的起伏のある地形を呈していたものと考えられる。

遺跡周辺には、 この低位段丘面と中位段丘面を中心として、同時期の遺跡が多数分布している。こ

こでは、須恵器消費地遺跡の主要なものを概観していくことにする。

五所川原市内では、北から原子溜池を中心とする遺跡群、持子沢を中心に隠川や隈無の各遺跡群、

沖積地に位置する歪んだ須恵器が出土している実吉遺跡、東南端の近世の粘土採掘抗が確認されてい

る桜ケ峰(1) ． (2)遺跡、古代の集落遺跡である川崎遺跡、高野大溜池遺跡などが存在する。特に

原子下溜池遺跡（4）遺跡では、ロクロピットを有する竪穴住居跡が検出され、原子窯跡支群との関

連性が高いと考えられる。隠川（2）．(4)･(12)遺跡でも、ロクロピツトを有する住居跡及び粘土、

窯壁等が検出されており、持子沢窯跡支群を営んだ工人集落の可能性が高いと考えられる。これら窯

跡周辺遺跡の特徴として、須恵器の出土率が他の遺跡と比して非常に高いことが挙げられる。

浪岡町では9世紀末～10世紀前半を中心とした大規模な集落遺跡である山元(2) ． (3)遺跡、

羽黒平遺跡、野尻遺跡群などが挙げられ、いずれも窯場周辺の遺跡と遜色ないほどに五所川原産須恵

器を多く出士している遺跡である。特に野尻(1)遺跡では、坏の出土量が他の遺跡と比較すると多

く、窯近隣の遺跡と比較してもあまり変化がないのが特徴である。つまり、前期において消費主体を

占めていたのは、窯周辺の集落である可能性が高いと考えられる。

続く10世紀中葉以降の遺跡として集落遺跡である源常平遺跡、環濠集落遺跡である高屋敷館遺跡

などが挙げられ、 この時期になると須恵器流通の変化に伴い、五所川原産須恵器の出土量も多くはな

く、特に坏の出土量は激減する傾向になる。

図2に五所川原須恵器窯跡の位置図を示す。各窯跡の詳述は、五所川原市教育委員会2003を参

考)。

－3－
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MZ8号窯跡
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No． 窯跡名 所在地 No． 窯跡名 所在地 No． 窯跡名 所在地

1 KY1号窯 五所川原市高野字広野 15 W12号窯 五所川原市持子沢字隠川 29 MD8号窯 五所川原市前田野目

2 SMl号窯 五所川原市前田野目字桜ケ峰 16 HKl号窯 五所川原市原子字山元 30 MD9号窯 五所川原市有 i田野目

3 SM2号窯 五所川原市前田野目字桜ケ峰 17 HK2号窯 五所川原市原子字山元 31 MD10号窯 五所川原市官 i田野目
4 MZ1号窯 五所川原市持子沢字隠川 18 HK3号窯 五所川原市原子字山元 32 MD11号窯 五所川原市官 i田野目
5 MZ2号窯 五所川原市持子沢字隠川 19 HK4号窯 五所川原市原子字山元 33 MD12号窯 五所川原市有佃野目
6 MZ3号窯 五所川原市持子沢字隠川 20 HK5号窯 五所川原市原子字山元 34 MD13号窯 五所川原市有佃野目
7 MZ4号窯 五所川原市持子沢字隠川 21 HK6号窯 五所川原市原子字紅葉 35 MD14号窯 五所川原市官 i田野目
8 MZ5号窯 五所川原市持子沢字隠川 22 MDl 五所川原市有佃野目字砂田 36 MD15 五所川原市官 i田野目
9 MZ6号窯 五所川原市持子沢字隠川 23 MD2 五所川原市向i田野目字砂田 37 MD16号窯 五所川原市前田野目字前田野目山
10 MZ7号窯 五所川原市持子沢字隠川 24 MD3 五所川原市有i田野目山国有林 38 MDl7 五所川原市前田野目山国有林
11 MZ8号窯 五所川原市持子沢字隠川 25 MD4 五所川原市官 i田野目字砂田 39 MD18号窯 五所川原市前田野目山国有林
12 MZ9号窯 五所川原市持子沢字隠川 26 MD5 五所川原市官i田野目字砂田 40 MD19号窯 五所川原市前田野目字砂田
13 MZ10号窯 五所川原市持子沢字隠川 27 MD6 五所川原市有 i田野目字鞠ノ沢
14 MZll号窯 五所川原市持子沢字隠川 28 MD7号窯 五所川原市官丁田野目字犬走
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MZ8号窯跡

第4草検出遺構と出土遺物

－后

／

第1節窯跡

1999年に窯の範囲及び残存状況を確認するために

トレンチによる試掘調査が行われた(図4)。その結果、

保存状態はかなり悪く、窯尻部及び燃焼部の床面が僅

かに確認でき、燃焼部の床面の残存幅は約0.9mを計

る。今回の調査区からは北東に15m程の位置に所在

する。

畷調還元色層

｢可酸化層

Hｺﾆ円地山層

／

1 一
日日

図4窯試掘図
第2節土曠

（五所川原市教育委員会2003）を転用

既掘肖l1箇所より土曠断面を検出し、 SKOlとした。

平面形は、残存箇所が調査区外のため、所有者が異なるため、規模は不明であるが、断面箇所での士

曠幅580cm、深さ210cmを測る。堆積土は6層確認され、黒色土を主体とする自然堆積層であり、

最下層は地山崩落土で形成されている。その上層に火山灰層（未分析）が検出されているため、土曠

構築後に埋め戻さず廃棄され、堆積士が形成されない状況で火山灰降下があったことから、火山灰降

下直前に形成されたものと考えられる。窯との関係は不明であるが、関係があると仮定すれば、窯を

構築する際に粘土を採掘した粘土採掘堰の可能性が高いと考えられる。
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耕作土

KG窯付近5Kセクション土層観察表
l層lOYR1 .7/l黒色シルト焼t5～10mm5％

2層lOYR2/l黒色シルト焼tl～5mm5％

3眉l0YR4/2灰繭褐色シルトローム粒l～5mm10％LBl～10cm10％
4眉lOYR3/2黒褐色シルト焼土l～5mm10％

5層lOYR5/4にぷい黄褐色シルト火' 1 1灰層

6層lOYR4/4褐色シルトローム粒1～9mm10％
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第3節灰原

今回残存していた灰原箇所の内掘削予定地部分の発掘調査を実施した（図6）が、畑造成時により

殆ど堆積層は確認できず、唯一調査区中央付近に灰原層と考えられる黒色土居が確認された。
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l層lOYR2/2黒褐色シルトローム粒1.5～5mm10％炭化物10％焼土5％

2層l0YR1､7/1黒色シルトローム粒1.5～5mm10％LB1cm5％炭化物50％焼土5％
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MZ8号窯跡

第5章出土遺物

出土遺物は以前の表採品も含めてコンテナl箱となる｡ここでは実測可能な個体について詳述する。

坏（図7－1～4）

坏は全部で4個体図示した。いずれも完全な形のものはなく、破片資料である。いずれも器形は

坑形を呈し、口縁部端面形は2が丸みを帯び、 3は玉縁状の形態を呈する。2の外面にはへう記号が

確認された。いずれの個体にも窯焼成時に重ね焼きをした痕跡である火ダスキ痕が内外面に確認され

た。

長頸壺（図7－5．8）

5は長頸壺の頸部破片であり、頸部と体部上半の境界付近にリング状の凸帯が確認された。6は体

部～底部の個体であり、 5と同様に頸部と体部上半の境界付近にリング状の凸帯が確認された。調整

は体部内外面はロクロ成形が施され、体部外面下半はその後縦方向のケズリ調整が施されている。底

面は菊花状にケズリ調整が施され高台状（いわゆる菊花文）を呈する。

広口壺（図7-6）

頸部付近にへう記号が確認された。調整はロクロ整形である。タタキ調整が無いことから広口壺と

した。口縁部端面形はb2類（五所川原市教育委員会2003の分類基準）である。

中甕（図7-7）

6と同様の器形ではあるが、外面にタタキ目が確認されることから中甕とした。口頸部内外面はロ

クロ整形、体部外面には格子状のタタキ調整が施されている。口縁部端面形はb2類（五所川原市教

育委員会2003の分類基準）である。

甕（図7－9． 10)

2点掲載した。外面はいずれも平行タタキ目が斜行状に走ることから体部破片である。内面は烏足

状の当て具痕が観察された。

以下に各遺物の観察表を掲載する。

表1 MZ8号窯出土遺物観察表

－8－

No． グリッ

ド
層位 種別 器種

残存

部位
類型

口径

m、

器高

m、

底径

m、

重量

(9)

外面

調整

内面

調整

底部

調整
含有物 備考

1 H 灰原l層 須恵器 坏
底部 50 67．0 ロクロ ロクロ 回転糸

切痕

海綿状骨針、黒雲

母、石英

内外面に

火檸痕

2 ， 灰原l層 須恵器 坏
体部～底

部

54 53．5 ロクロ ロクロ 静止糸

切痕

海綿状骨針、黒雲

母、石英

内外面に

火檸痕

3 ， 灰原1層 須恵器 坏
口縁～体

部下半

132 23．5 ロクロ ロクロ 海綿状骨針、石英 内外面に

火檸痕

4 K 灰原l層 須恵器 坏la
口縁～体

部下半

126 10．4 ロクロ ロクロ 海綿状骨針、石英

5 A 灰原l層 須恵器 長頸壺
頚部 42．1 ロクロ ロクロ 海綿状骨針、黒雲

母、石英

6 表採 須恵器 広口壺
口縁～体

部上半

170 365.0 ロクロ

ケズリ

ロクロ 海綿状骨針、黒雲

母、石英

7 B 灰原l層 須恵器 中甕
口縁～肩

部

240 199.6 ロクロ

叩き目

ロクロ 海綿状骨針、石英

8 表採 須恵器 長頸壺
体部上半

～底部

90 644．0 ロクロ ロクロ ケズリ 海綿状骨針、黒雲

母、石英、長石

菊花紋

9 表採 須恵器 甕
休部 222．7 叩き目 当具痕 海綿状骨針、黒雲

母、石英

烏足状の

当具痕

10 表採 須恵器 甕
体部 266．1 叩き目 当具痕 海綿状骨針、黒雲

母、石英

烏足状の

当具痕
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MZ8号窯跡

第6章まとめ

今回の発掘調査で検出された遺構は士曠1基のみであるが､この士曠が窯跡に近接するものであり、

士曠内の埋士が自然堆積層であることから、土曠を掘り上げた後そのまま放棄していることから、粘

土を利用するために掘削した粘土採掘曠の可能性が高いと考えられる。また、埋士最下層から火山灰

(恐らく白頭山苫小牧火山灰）が検出された。

遺物は坏、長頸壺、広口壺、中甕等が出土したが、坏はいずれも椀型坏であり、五所川原須恵器特

有の火ダスキ痕､ヘラ記号が確認された。長頸壺は破片資料であるが、いずれもリング状凸帯があり、

底部には菊花状のケズリ出し高台が確認された。広口壺は口縁部端面形は前期の須恵器の特徴を呈す

る。同様に中甕の口縁部端面形も前期の須恵器の特徴を呈する。甕体部破片の内面当具痕に見られる

烏足状の痕跡も五所川原須恵器窯の特徴である。以上の結果から当窯跡は五所川原須恵器窯跡の前期

に位置付けられるものと考えられる。

最後になるが、今回の発掘調査は、開発に伴う緊急発掘調査であったが、残存部分の発掘調査の結

果から、灰原部分と考えられる部分は今回の開発行為以前のリンゴ畑造成時にすでに大規模な攪乱を

受けており、出土遺物も細かな破片が大きい状況であった。しかし今回の発掘以前の既消滅部分に関

しては、断面に残る士曠の残存状況から、比較的良好な状況であったと考えられ、非常に残念な結果

であると考えられる。

今後は窯跡のみならず、個人所有地に所在する埋蔵文化財包蔵地に関しては、緊密に所有者と連絡

を図りながら、パトロールの強化を図る必要性があると考えられる。
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MZ8号窯跡

1 ．遺跡近景 2. 5K01セクション

3．調査区セクション（1 ） 4．調杳区セクション（2）
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5．既削平区セクション（2） 6．調査風景（2）

霧

7．完掘状況（北から） 8．完掘状況（東から）

写真図版1 MZ8号窯跡調査状況
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